
【取り組む際に生じた課題】
1 海外での食品添加物等の規制や肉エキスの使用制限等に対して、輸出先国に
応じた対応が必要。

2  コロナ禍による海外での展示会や商談会への出展機会の減少。

【ウェブサイト】 https://www.miyajima-soy.co.jp/ 

宮島醬油株式会社
本社工場

佐賀県産の原料を
使用した商品

 平成29年、輸出事業に積極的に取り組む経営方針の下に輸出を開始。令和３年、
「直接貿易推進チーム」を発足させ、さらに輸出を積極展開。

 国内３工場で、国際認証システムSQF (Safe Quality Food)を取得。

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和２年度 550 16

通年令和元年度 700 12

平成30年度 200 6

醬油・つゆ・鍋スープ・レトルト食品

【主な品目】

中国、アメリカ、ヨーロッパ

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
1 醤油は海外でも、寿司やその他の日本食の味付けに好んで使用されており、需

要があるため、海外での市場を増やし販路を拡大していきたい。
2 OEM商品を含めた業務用商品の輸出に力を入れていきたい。
３ 海外と直接交渉するための語学に明るい人材の確保が課題。

【生じた課題への対応】
１ ジェトロ佐賀からのコンサルタントの紹介や定期的な情報交換などのサポート。
２ 英語版のホームページ作成によるオンラインショップの開始及び海外通販メー
カーへの販売委託。

【連絡先】 担当者名：取締役営業本部副本部長兼企画部部長 高良 正人 ＴＥＬ：092-403-1145

【活用した支援・施策】 令和２年度地域の加工食品の国際競争力強化支援事業

（平成29年度より輸出開始）

佐賀県 宮島醤油株式会社
『醤油、レトルト食品等を中国・アメリカなどへ』

加工食品

【効果があった取組】
貿易検定A級の職員に
よる英語版ホームページ
の作成。

【対応の結果】
１ 輸出先国のニーズに合わせた業務用などの商品を製造し販売することについ

て、OEM商品などの販売量が増えており手ごたえを感じた。
２ 英語版ホームページの開設により、２か月に１回のペースで取引のオファーが
入るようになった。

https://www.miyajima-soy.co.jp/

